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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 4,798 △1.8 72 △0.5 56 2.7 △6 ―
22年3月期第2四半期 4,887 △6.1 72 203.5 55 826.5 14 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △0.84 ―
22年3月期第2四半期 1.80 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 6,478 2,262 34.9 274.58
22年3月期 6,665 2,335 35.0 283.36

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  2,262百万円 22年3月期  2,335百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 3.00 3.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,700 △0.6 215 32.2 180 38.7 30 △27.9 3.64



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 8,272,500株 22年3月期  8,272,500株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  31,712株 22年3月期  30,539株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 8,241,117株 22年3月期2Q 8,243,476株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成22年５月14日に公表いたしました通期業績予想は本資料において修正しております。業績予想の修正内容は本日別途開示する、「平成23年３月
期第２四半期（累計）の業績予想値と実績値との差異及び平成23年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項について
は、[添付資料]Ｐ．２「１．当四半期の業績等に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期におけるわが国経済は、海外経済の改善や景気刺激政策などを背景に、個人消費の一部には底入れ

の兆しも見られましたが、急激な円高進行に加え、厳しい雇用・所得環境に改善の兆しがみられず、景気の先行き

不透明感が増しております。 

 このような状況下で当社は、カルチャーセンター、音楽教室を中心とした教室ビジネスの拡大とＡＶソフト、楽

器の店舗では専門店として他社との差別化を図り、競争力を強化してまいりました。６月に名古屋市の東海地区最

大級のショッピングセンターと千葉県八千代市の大型ショッピングセンター内にカルチャーセンターを出店すると

ともに既存の音楽教室の移設や改装なども行い、教室環境を改善し、安全、安心への取り組みと、生徒の新規募集

と定着化を図ってまいりました。 

 売上高の状況は、カルチャーセンター、音楽教室は新規出店による増収効果と既存教室もイベントによる普及活

動などで順調に推移しました。楽器は電子ピアノ、デジタル楽器、管弦楽器は好調に推移するものの、電子オルガ

ン、楽譜が減少しました。ＡＶソフトはＤＶＤは前年同期並みとなりましたが、ＣＤは数年来の業界縮小傾向が続

きました。（事業内容別の数値につきましては、Ｐ８．４「補足情報」をご参照下さい。） 

 この結果、当第２四半期累計期間の売上高は、47億98百万円（前年同期比1.8％減）、営業利益は72百万円（同

0.5％減）、経常利益は、56百万円（同2.7％増）となりましたが、第１四半期会計期間に資産除去債務会計基準の

適用に伴い特別損失を計上し、四半期純損失は６百万円（前年同期は14百万円の純利益）となりました。 

（２）財政状態に関する定性的情報 

  ①資産、負債及び純資産の状況  

 当第２四半期末の総資産は64億78百万円となり、前事業年度末に比べ１億87百万円減少いたしました。流動資産

は31億15百万円（１億９百万円減少）、固定資産は33億63百万円（78百万円減少）となりました。 

 負債合計は42億15百万円となり、前事業年度末に比べ１億14百万円減少いたしました。流動負債は25億67百万円

（２億12百万円減少）、固定負債は16億48百万円（97百万円増加）となりました。 

 当第２四半期末の純資産は22億62百万円となり、前事業年度末に比べ72百万円減少いたしました。この結果、自

己資本比率は、前事業年度末の35.0％から34.9％となりました。  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ65百万円増加し、

12億35百万円となりました。 

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果獲得した資金は１億39百万円となりました。（前年同期は１億５百万円の獲得） 

 これは主に、税引前四半期純利益が27百万円、減価償却費が83百万円、たな卸資産の減少額が54百万円、売上債

権の減少額が48百万円、仕入債務の減少額が59百万円、法人税等の支払額が37百万円になったことによるものであ

ります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果獲得した資金は６百万円となりました。（前年同期は12百万円の使用） 

 これは主に、定期預金の払戻による収入が１億12百万円、定期預金の預入による支出が70百万円、有形固定資産

の取得による支出が37百万円になったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は80百万円となりました。（前年同期は１億10百万円の使用） 

 これは主に、長期借入れによる収入が４億50百万円、長期借入金の返済による支出が３億99百万円、短期借入金

の減少額が１億６百万円になったことによるものであります。 

（３）業績予想に関する定性的情報 

  第２四半期累計期間における業績の進捗を勘案し、業績の見通しを行った結果、平成22年５月14日に発表いた

 しました平成23年３月期の業績予想を修正しております。詳細は本日別途開示する、「平成23年３月期第２四半

 期（累計）の業績予想値と実績値との差異及び平成23年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照

 下さい。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

   (1) 固定資産の減価償却費の算定方法 

       定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

   よっております。 

  (2) 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

    繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度以降に経営環境等、又は、一時差異等の発生

   状況に著しい変化が認められた場合には、前事業年度末決算において使用した将来の業績予測やタック 

   ス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを使用しております。 

２．四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

   税金費用の計算 

   税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適 

  用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

      なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

 これにより、当第２四半期累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ2,005千円減少し、税引前四半期純

利益は28,844千円減少しております。  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

  該当事項はありません。 

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,441,389 1,418,379

受取手形及び売掛金 165,008 213,109

商品及び製品 963,515 1,039,202

その他 546,226 554,802

貸倒引当金 △960 △970

流動資産合計 3,115,180 3,224,524

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 931,320 958,500

土地 777,494 777,494

その他（純額） 92,000 78,507

有形固定資産合計 1,800,815 1,814,502

無形固定資産 28,931 31,554

投資その他の資産   

投資有価証券 263,209 332,072

差入保証金 821,570 838,750

その他 487,164 463,828

貸倒引当金 △38,500 △39,450

投資その他の資産合計 1,533,444 1,595,201

固定資産合計 3,363,191 3,441,258

資産合計 6,478,371 6,665,783

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 521,015 580,499

短期借入金 616,000 722,000

1年内返済予定の長期借入金 765,015 775,352

賞与引当金 56,000 54,000

その他 609,367 647,958

流動負債合計 2,567,398 2,779,809

固定負債   

長期借入金 1,262,487 1,202,142

退職給付引当金 139,783 138,956

役員退職慰労引当金 194,500 186,620

資産除去債務 34,272 －

その他 17,152 22,777

固定負債合計 1,648,194 1,550,495

負債合計 4,215,593 4,330,304



（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 957,000 957,000

資本剰余金 985,352 985,352

利益剰余金 306,653 338,277

自己株式 △4,868 △4,766

株主資本合計 2,244,137 2,275,864

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 18,640 59,613

評価・換算差額等合計 18,640 59,613

純資産合計 2,262,778 2,335,478

負債純資産合計 6,478,371 6,665,783



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 4,887,102 4,798,566

売上原価 3,024,855 2,963,395

売上総利益 1,862,246 1,835,170

販売費及び一般管理費 1,789,747 1,763,064

営業利益 72,498 72,106

営業外収益   

受取利息及び配当金 4,661 3,457

受取手数料 3,229 3,701

受取補償金 1,142 －

その他 2,498 2,298

営業外収益合計 11,532 9,457

営業外費用   

支払利息 28,361 24,494

その他 280 212

営業外費用合計 28,642 24,706

経常利益 55,388 56,856

特別利益   

固定資産売却益 1,727 931

貸倒引当金戻入額 840 960

未払費用戻入益 － 3,400

その他 650 －

特別利益合計 3,217 5,291

特別損失   

固定資産除却損 537 1,188

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 26,839

減損損失 － 6,815

賃貸借契約解約損 478 －

特別損失合計 1,015 34,843

税引前四半期純利益 57,590 27,304

法人税等 42,726 34,202

四半期純利益又は四半期純損失（△） 14,863 △6,898



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 57,590 27,304

減価償却費 93,192 83,367

減損損失 － 6,815

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 26,839

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △44,640 7,880

受取利息及び受取配当金 △4,661 △3,457

支払利息 28,361 24,494

売上債権の増減額（△は増加） 31,057 48,100

差入保証金の増減額（△は増加） 24,017 17,180

たな卸資産の増減額（△は増加） 71,854 54,617

仕入債務の増減額（△は減少） △60,693 △59,483

その他の流動資産の増減額（△は増加） 31,224 －

その他の流動負債の増減額（△は減少） △66,185 △30,427

その他の固定負債の増減額（△は減少） △11,250 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 4,766 △9,140

その他 △8,404 681

小計 146,229 194,770

利息及び配当金の受取額 4,665 3,570

利息の支払額 △26,019 △21,386

法人税等の支払額 △18,968 △37,825

営業活動によるキャッシュ・フロー 105,907 139,129

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △70,803 △70,803

定期預金の払戻による収入 84,000 112,803

有形固定資産の取得による支出 △26,569 △37,955

その他 1,135 2,789

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,237 6,833

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － △106,000

長期借入れによる収入 400,000 450,000

長期借入金の返済による支出 △510,097 △399,992

配当金の支払額 － △24,725

その他 △365 △234

財務活動によるキャッシュ・フロー △110,462 △80,952

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △16,792 65,010

現金及び現金同等物の期首残高 995,331 1,170,369

現金及び現金同等物の四半期末残高 978,538 1,235,379



  該当事項はありません。 

  

  

   該当事項はありません。 

  

  

    売上高の状況 

    当第２四半期累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）における売上高の状況を事業内容別に示すと次 

  のとおりであります。 

      （教 室）   カルチャーセンター、音楽教室の運営  

   （楽 器）   ピアノ、管楽器、弦楽器、その他の楽器、楽譜等の販売及び楽器の調律、修理等 

    （ＡＶソフト） ＣＤ、ＤＶＤ等の販売 

  

注１）上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

注２）上記の区分は事業の内容による区分であり、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」による報告セグメ

  ントとは異なっております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

区分 金額（千円） 前年同四半期比（％） 

       教室              2,036,271             102.8

    楽器              1,569,824             98.2

    ＡＶソフト                1,159,280              91.2

    その他                33,189                        91.2

 合計               4,798,566              98.2
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